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耕作放棄地再生利用緊急対策交付金 《概要》
【解消の支援を受けるための要件】

■耕作放棄地を借り受ける者が、使用貸借権により解消する

■荒廃農地の発生・解消状況に関する調査結果で、再生可能な放棄地であると判断された農地

■再生作業に要する標準的な労力と費用が100,000円/10a以上に相当する耕作農放棄地 |

■耕作放棄地が、農業振興地域の農用地

■解消後の作付作物は主食米以外

【事業メニュー】

①耕作放棄地を再生利用する活動への支援

ア再生作業 (雑草・雑本の除去等)及び土づくり (肥料、有機質資材の投入等)
・定額支援 【50,OOO円 /10a】 (重機を用いて行う場合等 【1/2以内等】)
。土づくり (2年目に必要な場合のみ)【25,OOO円/10a】
イ営農定着 (再生農地への作物の導入等)【25,000円 /10a】
ウ経営展開 (試験販売、実証ほ場の設置・運営等)【定額】

②施設等の設備への支援
ア基盤整備 (用排水施設の整備等)、 乾燥調製貯蔵施設、集出荷貯蔵施設、

農業体験施設 (市民農園等)、 農業用機械 :施設の整備 【1/2以内等】
イ小規模基盤整備【25,000円 /10a】

農地が荒れていると周りに

迷惑をかけるけど、借り手

もいないしなぁ。

農地を有効に

活用して生産を

拡大しよう

作付け



耕作放棄地対策班設置による"指導および支援の一体的な取組み
一耕作放棄地再生利用緊急対策交付金活用事例一
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【耕作放棄地の現状】
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41,684ha     耕作放棄地 面    積 :631 ha
10,469ha
6,141戸
665名

耕作放棄地率 :6.0%

(※耕作放棄地率=耕作放棄地面積/農地面積)

【解消へ向けての経緯】
平成23年 10月 の農業再生協議会設立を機に農業委員会・市・ JA各地区営農経済セン
ターを構成機関とする耕作放棄地対策班を設置し,農地法に基づく利用調整指導や優先
的に解消を図る耕作放棄地の選定,お よび耕作者の確保等の耕作放棄地の解消に向けた
方策の導出や実施に向けた支援を一体的に行つた。14案件 (約5.7ha)の利用調整指導・

支援に着手 した結果, うち1案件 (41a)について,認定農業者 との連携により,耕作者
を確保 し,再生利用交付金を活用 した再生作業を実施 した。

【交付金活用の概要】

地  区  名
対 象 面 積

事 業 実施 期 間

事業‐寒施のネ1機

作 付■作‐物

事 1業 1内 容

上籠谷町地区 (宇都宮東部地区)      |   ■ |

41a (畑 )

平成23年～平成24年                  |

所有者の貸付意向により,優先的に解消を図る耕作放棄地 として

選定 され,本取組の支援対象 となったため

二条大麦 |(‐平成25年産)

草メ嘔村本伐採 :抜根,1整聾,土壌改良,耕起 (1年目)

播種 (2年自)|| 
‐
・ ■■||    ‐ | ‐ ‐      ‐

〔再生前〕 〔再生中〕 〔再生後〕



クボタeプロジエクトを契機とした耕作放棄地の面的解消

【耕作放棄地の現状】

鷹見喜だ:1911;:l]     耕作放棄地 昇作放棄地写:;「1材
農 家 戸数 :4,355戸
認 定 農 業 者 :  560名         (※ 耕作放棄地率=耕作放棄地面積/農地面積 )

【解消へ向けての経緯】

対象地は数十年来の荒廃した耕作放棄地がまとまって存在し、国道や真岡鐵道が交差

する市街地への玄関口として好ましくない状況であり、地元の農家もその解消に苦慮し

ていた。今回、株式会社クボタの社会貢献活動である「クボタeプロジェクト」で、最も

荒廃していた農地が再生され、これをきつかけとして、周辺に広がる耕作放棄地解消の

機運が盛り上がり、農業委員を中心として話し合いが持たれ、解消後の担い手も決定し、

国の耕作放棄地再生利用交付金を活用して、放棄地解消に取り組んだ。

【交付金活用の概要】
対 象 地1区

対 象 面 1積

事業実施期間

取組のぎうかけ
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耕作放棄地再生利用緊急対策交付全の活用モディレと

1農業者ゃ農業委員等に制度の活用を積極的に促し、
り組みを推進する。 |
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〔再生前〕 〔再生中〕 〔再生後〕



農業生産法人の新規参入による耕作放棄地の解消

【耕作放棄地の現状】
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17,161 ha     耕作放棄地 面    積 :397 ha
8,320 ha
4,401 戸
416名

耕作放棄地率 :4.8%

(※耕作放棄地率=耕作放棄地面積/農地面積)

【解消へ向けての経緯】
建設会社を経営していた新規参入者が、農業の高齢化が進み日本の農業が衰退 してきた
ことに危惧し、安全で安心な農産物を自ら作ろうと考え、平成 22年に農業生産法人を立
ち上げた

耕作放棄地は、農薬が使われていない農地であることから、再生すれば安全で安心な農
産物を作ることに適 したところと考え、地元の耕作放棄地協議会の紹介を受け、農地所有
者 と交渉し再生に取 り組んだ。

【交付金活用の概要】
地区名 :小山市 申島地区

対象面積 :741

事業実施期‐間 :平成24年 6月 ～8月

事業内容 :再生作業
‐ ●  (草刈 り、伐採
解消後の活用 :そば作付

木根の集積運搬及び廃棄処分、耕な整地、土壌改良)

〔再生前〕 〔再生中〕 〔再生後〕

議輛識
■i

【取り鍼蝙蜀巡蛹・含後のメ之磯
。新規参入農業生産法人が、耕作放棄地を解消し営農を開始した。

・有機栽培による安心で安全な農産物の生産に取り組んでいるが、今後は技術向上により
収量を確保し、規模拡大を進め農業経営の安定化を図りたい。

・若い農業者の育成に取り組み、農業の楽しさを理解してもらえる場所を提供して行きた
い 3
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再生利用交付金を活用し、地元懸案の耕作放棄地を解消中

【交付金活用の概要】
対1象 面 積 :16.8a

事業 1実施期間 :平成24年 11月 ～平成25年2月

取組のきらかけ :地元農業委員が地域の懸案耕作放棄地解消に本事業活用を検討。
‐   水利組合等の人員等を活用し、地域の課題解決として取り組んでいる。

解消後の活用 :近傍農業者に利用権設定し、そば・小麦等の生産農地として活用予定。

‡麒り纏み鰊状凸趣蝠褥さ籟る成果薔
・農業委員が地域の意思統一を図つた うえで事業に取 り組んでいるため、また、作業に

携った地元の方が共通の問題意識をもつて取 り組んでいるため、スムーズに事業が進

捗 している。
・平成25年2月 、作業完了。再生後は、これまで近隣の耕作者を悩ませてきた雑草・害虫
の問題、さらにタヌキやハクビシン等の獣害問題の解消が期待される。

建唯

【耕作放棄地の現状】
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35,607 ha
4,880 ha
3,549りFヨ

156名

耕作放棄地 面    積 :329
耕作放棄地率 :6.7

(※耕作放棄地率=耕作放棄地面積/農地面積)

【解消へ向けての経緯】
耕作放棄地については、農業再生協議会、市農政課、農業委員会、農業公社等の関係

機関で日常的に業務の連携・分担を行い、解消に向け取 り組んでいる。特に農業公社で

は耕作放棄地の発生防止 と解消を図るため、調査員を雇用 し、担い手農家への貸借の

あっせん等の再生支援を、市からの委託事業として行っている。その過程で本事業活用

に関する相談が寄せられることも多い。

今回のケースでは、近隣の農業者を長い間悩ませてきた耕作放棄地解消のため、地域

の農業委員が中心となって、農地所有者や地元農業者等の意思を統一したうえで、本事

業活用に関する相談を持ちかけたことが契機となり、本事業への取り組みが始まった。

〔再生前〕 〔再生中〕 〔再生後〕
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